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口加高校グローカルコースと連携
「南島原市第ロ期総合計画」を策定

昨年度から第ロ期総合計画‐(基本構想 :平成30~39年度、基本計画 :
平成30、~34 年度) を策定中です。今回、若者の意見を計画へ反映するこ
と等を目的として、本年4月に口加高校に新設されたグローカルコース
の生徒の皆さんと連携し、ワークショップや若手職員との意見交換等
を実施します。
まず、6月15日に説明会を開催し、取り組みの目的や市の現況などを
生徒の皆さんにお伝えします。
以降、6月22日から8月上旬頃までにワークショップや若手職員との
意見交換を計3回実施し、 「(高校生の描く)理想の南島原市像」や、
それに向け高校生が実践する「口加高校グローカルコースloの宣言」
を策定する予定です。
更に6月15日には、市の観光関係の説明も同時に行います。これは、
将来的な観光客の増大に対応する「高校生観光ガイド」の養成を目指
し実施するもので、まずは、高校生に観光の現状や市内の代表的な観
光スポット等を紹介します。

■対象 グローカルコース16名 (男子3名、女子13名)

11日程 6月15日困14:00~ 南島原市第ロ期総合計画策定について説明
15:00~ 南島原市の観光の取り組みについての説明

※詳細に関しては、別添要綱をご覧ください。

担当部署企画振興部企画振興課 担当者 石川 伸吾
直 通 0957 ‐73 一6631 E mail 艶i締kukikaku@citym厳 m帥 m幽 閏・厄」P

詳し断くは -検索ワー ド
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【総合計画策定】
□加高等学校普通科グ□-力ルコースとの連携要綱

【背景・概要}

市が、今後目指すべき“将来像"と将来像を達成するための“まちづくりの目標

と取り組み"を総合的に示す「総合計画」について、現行の計画期間 (平成20~

29 年度)が終了するため、平成28~29 年度の2か年で、第 2期の総合計画を

策定しているところである。

この策定にあたっては、広く市民の意見を取り入れる必要があるため、

「)「市民アンケート調査」による意見集約、

2) 各種団体の代表者や公募市民等で構成する「総合計画審議会」による審議.
r

3)「パブリックコメント」の実施による意見聴取

4) 各部署による関係団体等との協議・意見聴取
により、策定取組を進めている。

しかしながら、総合計画は、将来の南島原市の姿を示すものであり、そのために

は将来の南島原市を担う若い世代の意見を反映させることが不可欠であるが、以上
の手法においては、この条件を十分に満たしているとは言い難く、このため若い世

代の意見を総合計画に取り入れる手法の構築が必要である。

以上により、今回、長崎県立□加高等学校普通科グ□-翻しコースと連携し、ワ

ークショップ等を実施、若い世代の視点が取り入れた総合計画の策定を図る。

(【グ□- カルコ」ヌと連携する理由】÷

□加高等学校においては、平成 29 年度から「グ□-カルコース」が新設されて

いる。グ□ カルとは、「グ□-バル (地球規模の)」と「□- カル (地域の)」を

足した造語で、HP の記載によると当該コースは「国際的な視野で考え、故郷を愛

し故郷に貢献できる人材や÷故郷から学び、故郷を理解し、国際的な人材教育を目
指すコース」とされている。

これは、地域の将来像を描く総合計画の趣旨と合致しており、また、HP のイメ

ージ図では「南島原市と連携」との記載もあり、市との連携による総合学習の実施

も想定されているものと思料するところである。以上のことから、市と□加高校(グ

□-カルコース)が連携し、総合計画を策定するもの。

グ□-カルコース 男子3名 女子 13 名 計「6名

担当 平山 陽一 教諭 ・ 東内 敏紀 教諭



【手法及.び総合計画への反映】.

「将来 (「0年後)の南島原市の姿」をテーマとし、生徒によるワークショップ

の実施、報告書 (「□加高校グ□- カル、コース「0の宣言」等) 作成。

ワークショップには、市若手職員を参加させ、取りまとめ等の支援を行う。

以上の取組結果を総合計画に反映させる。反映の方法としては、「審議会や市関
係部署への結果 (経過)報告」の他、作業経過・結果を計画書に掲載する。

【スケジュール】;

6月「5日 説ー説明① 作業のねらいを知る1
弓総合計画とは何か?

弓生徒に求めるものは何か?

猷明② 南島原市の今を知り、変化を読むi
弓南島原市の現況・変化 (過去・将来)

市民アンケートの結果を確認する
を確認する

6月 22 日 1ワークショップ① :市の「良いところ」「不満なところ」を集める1

弓南島原市の「良いところ」「不満なところ」

一テーマを決める

7月下旬 ーワークショップ② :未来を語り合うー

8月以降

を書き出す

市の将来像を語り合う (基本構想に向けて)
一自分たちにできることを書き出す (基本計画に向けて)
1ワークショップ③ :未来を描く-

まとめと発表 (□加高校グ□-カルコース「0の宣言等)

連携経過の整理 総合計画案への反映 (必要に応じ、□加高校と調
整)

※【6月「5日の日程】

1 3:30

「4:00

「4:00~ 「5:00

「5:00~ 「5 ,:50

「5:55

「6:20

□加高校出発

南島原市役所到着
南島原市第江期総合計画策定について説明

南島原市の観光の取り組みについての説明
質疑応答
南島原市役所出発 ,

□加高校到着


